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研究成果の概要（和文）：西日本における弥生時代遺跡の情報を収集し、集落面積および居住人

口復元のための基礎資料としてデータベース化の作業を実施した。とくに近畿地方の遺跡につ

いては、遺構やその帰属時期・出土遺物に関しても詳細なデータを収集し、時期別変遷につい

ての数量的分析をおこなうとともに、居住面積や想定人口算出のシミュレーションの条件を整

えた。また、あわせて重要遺跡の未公開資料の報告も可能な限り実施し、福井県小浜市所在弥

生前期遺跡の丸山河床遺跡についての情報を刊行し公開した。 
 
研究成果の概要（英文）：This research collected all archaeological information of sites at 
Yayoi period in western Japan and build up database for the reconstruction of residential 
areas and populations. At the same time, studied and published unreported data about     
important sites at Yayoi Period. 
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１．研究開始当初の背景 
  弥生時代の研究は、列島最初の水稲農耕
社会の具体像という関心から進んで、近年で
は、初期的な国家形成への歩みをはじめる段
階の社会という評価のもと、首長層の形成や
性格、階層分化のありように関心が集まりつ
つある。佐賀県吉野ヶ里遺跡、大阪府池上曽
根遺跡などの発掘調査成果が象徴的に示す
ように、弥生時代後半期には、集住の著しい
大規模集落が形成され、環濠や大型建物をは
じめとする諸施設が設けられていると明ら
かにされたことが、「弥生都市論」などと呼

ばれるテーマが一般化するような研究動向
に大きく作用している（たとえば、広瀬和雄
「弥生都市の成立」『考古学研究』第 45 巻３
号，34－56 頁，1998 年 12 月）。しかし、こ
れらの発掘成果は断片であり、特異な一部分
から全体を推し量る傾向は否めない。当該時
期の集落の様相が総体として明らかにされ
るなかで、成果を相対化してとらえる必要が
ある。 
 上記のような国内の現況に対して、欧米諸
国の集落考古 学すなわち「 Settlement 
Archaeology」は、対象地域内の遺跡の諸属
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性の悉皆調査を基本にする点で、対極にある。
そして、面積や人口といった数値的情報をコ
ンピューターにより積極的に復元・比較しな
がら、遺跡間の階層差を把握し、地域の社会
構造モデルを策定することを目指している。
しかし、日本考古学に積極的に適用された事
例はないのが現状であった。 
 
２．研究の目的 
 上記の背景を受け、今後さらに弥生時代研
究に寄与していくためには、目的意識を持っ
た遺跡情報の集積結果を統一的かつ悉皆的
に蓄積することが必要であること、また日本
考古学の成果として世界に発信していくた
めに、計量的検討に耐えうる客観的指標の呈
示が不可欠である、と考えるに至った。豊富
な日本の遺跡調査情報を活かしながら、成果
を国際的な議論にも耐えるように発信する
ためには、特異な一部から全体を推し量る手
法ではなく、地域総体の状況を明らかにした
上で、個別成果を相対化して位置づける必要
がある。そして、面積や人口といった数値的
情報を積極的に復元して、議論の共通の基準
や明確な指標を示す必要がある。これらを実
施可能な研究基盤を構築することを研究の
最大目的とした。 
 
３．研究の方法 
 上述の目的を達成するために以下の３つ
の段階を踏んで研究を遂行することとした。 
(1)弥生時代集落に関連する調査成果情報を
各地域で網羅的に集成し、データベースなど
に整備することで、計量的検討に耐えうる客
観的指標となる居住空間の面積および居住
人口の想定のための基盤を整える。 
(2)調査成果が公刊されていないものについ
ては、資料整理を実施して極力利用可能な情
報を公表し研究に資するものとしていく。 
(3)上記の結果と蓄積したデータを活用して、
集落面積と居住人口復元のシミュレーショ
ンを実施し、計量的な比較検討をおこなう。
そして、集落の類型や階層性を抽出して、弥
生社会の発展度を検証するための社会モデ
ルを呈示する。なお、それに際して、歴史時
代や日本以外の諸外国における人口学研究
の手法や視点についても極力収集と把握を
心掛け、日本考古学での紹介適用を意識する。 
 
４．研究成果 
(1)西日本を中心とした弥生時代遺跡の情報
を集積し、とくに近畿地方の一部については
詳細な位置情報、出土遺構や遺物内容も含め
たデータベースを作成することが出来、集落
面積や人口復元シミュレーションの基盤と
して活用可能となった。 
①以上のデータの内、京都府南部地域の縄文
晩期末～古墳前期に至る 228遺跡の詳細遺跡 

図１ 京都府南部地域時期別遺跡数変動 

 
情報を解析し、小地域内における時期別遺跡
数の変動を確認した（図１）。遺構多数が確
認され信頼度の高い遺跡（●▲）と、遺物採
集レベルのやや信頼度の低い遺跡（○△）双
方での変遷をみたが、いずれも同様の軌跡を
描く。Ⅳ期までの漸増傾向がⅤ期古段階に急
激に減少し、その後中段階遺構一気に増加し
た後、庄内期遺構再び減少する。すなわち後
期以降の劇的な人口変動があらためて示さ
れた。ただし、単純遺跡数のみでは、その具
体的内容を考察することは不可能である。 
②上記課題の解決のために、遺構種類別の変
動についても検討を加えた（図２）。結果、 

図２ 遺構数時期別変動 

 

住居数についてはⅣ期以降の減少幅は少な
く（薄い梨地の部分）、一方で墳墓数につい
ては（右下がり斜線部分）Ⅴ期以降減少後に
は増加率がきわめてとぼしいことが判明し
た。このことは、Ⅴ期以降の墳墓造営階層の
限定すなわち社会の階層化進展を如実に示
すものであり、人口変動の検討においても十
分に留意すべき背景といえる。庄内期以降は
遺跡数の減少にかかわらず住居数はほとん
ど減少していないことは、集落間の階層分化
を反映している可能性がある。今後の集落面
積算定とあわせた解析が課題となるであろ
う。 



 

 

図３ 竪穴住居直径中の２柱間距離比率 

 
③以上に加えて、発掘条件に恵まれた竪穴住
居のうち、「松菊里型住居」と呼称される中
央部に２柱穴を有する形状の竪穴住居に関
して、全体の直径に占める２柱穴間の距離
（グラフ中の薄い梨地の部分）を算出し、グ
ラフ化して比較をおこなった。松菊里型住居
については、渡来系の住居形式とする指摘も
あり、人口変動を検討するうえでもその内実
を明らかにしておくことが求められるから
である。結果として、京都府下でその可能性
が指摘できる事例については、直径の差異に
かかわらず２柱間距離は２ｍ前後に収斂し
ていることが明らかとなった。このことは、
特徴的な２柱穴が特定の住居形態にともな
うと言うよりも、炉周辺での特定の活動すな
わち工房的な機能に付帯する属性であるこ
とを示している。よって、この遺構が顕在化
することをもって、弥生中期に渡来系の人口
変動を想定する根拠とはできないことが、明
らかに出来た。 
 
(2)人口復元シミュレーションに関しては、
歴史人口学分野での研究蓄積を学習する必
要が求められ、それらの研究史と現状を把握
するとともに、内外における考古学分野での
先行例については詳細に整理・検討して課題
を摘出し、本研究での今後の実施に備えた。 
国内においては、速水融による近世期の文書
史料を用いた体系的かつ包括的な研究が大
成されたため（速水融 2009『歴史人口学研
究』）、その手法の理解に努めた。国外におい
ては、考古学分野での概説書も刊行されてお
り（Andrew Chamberlain2006 Demography in 
Archaeology
以上をもとにして、今後集積されたデータの
解析方法を試行し、研究期間中には果たせな
かった人口変動シミュレーションを実施し
て社会モデルの作成をおこなうとともに、基
礎作業として蓄積した研究史についても、日
本考古学において理解の薄い分野であるた
め機会を得て順次公表していく予定である。 

）この訳出・紹介作業を進めた。 

(3) 研究のもうひとつの柱である未公表資
料の公開については、近畿北部の日本海側
（但馬・丹後・北～中丹波・若狭）地域にお
いて、日本海岸で最東端となる遠賀川式多量
出土遺跡である小浜市丸山河床遺跡の未報
告資料を整理報告し、あわせて弥生前期前後
を中心とする遺跡の詳細情報を検討した。 
 
①小浜市所在の丸山河床遺跡は、昭和 62 年
に北川河川改修工事に際して不時発見され、
福井県立若狭歴史民俗資料館によって緊急
調査と遺物回収がなされた遺跡である。計
1000 点あまりの弥生前期土器片が出土した
とされ、日本海側における同種の土器の出土
遺跡の東端として注目されてきた。にもかか
わらず、資料は『小浜市史』（1992 年）に一
部が紹介されたのみで全容が不明なままで
あり、近年若狭地域であらたな弥生時代遺跡
の調査が相次ぐ中で、その詳細な報告が喫緊
の課題となっていたものである。 
今回あらためて資料を精査し、出土遺物の 

観察・図化と報告を実施した。その結果、綾
羅木系文様と呼ばれるような山陰地方と同
特徴の貝殻羽状施文の遠賀川式土器を含み、
また甕口縁部の刻目を有さないものがなか
ば以上を占めるなど、丹後～因幡地域などと
も同様な特徴をもつ土器群であることが明
らかとなった。このことは、若狭湾岸への弥
生文化の伝播が、基本的に日本海側の系譜に
よることを明確示すものである。 
同時に、３点のみではあるが、突帯文土器

資料が存在することがわかり、これまで全く
不明であった別系譜の土器群の併存可能性
も指摘されることとなった（図４）。これら
は、突帯文土器でありながら、内外面の条痕
調整や突帯上を刺突するなど、未知の特徴を
有するものであり、従来若狭湾岸以外の地域
でも知られていないものである。若狭湾岸そ
のものの弥生前期の状況がはっきりしない
なかで、その前期土器の具体的内容と系譜が
示唆できたことのほかに、こうした並存可能
性が指摘できる異系統土器を指摘できたこ
とは、弥生時代日本海域におけるひとの移動
交流を明らかにする上でもきわめて意義は
大きい。今後北陸～東北地方の日本海側への
弥生文化の伝播を検討するうえでも重要な
資料となるものとおもわれる。 

図４ 丸山河床遺跡出土突帯文土器 



 

 

②上記の結果を受けておこなった、周辺地域
における遺跡情報の検討では、近畿北部地域
（敦賀平野を含む若狭・京都府北丹波・京都
府丹後・兵庫県丹波、兵庫県但馬の地域）の
弥生前期遠賀川式土器および縄文晩期末突
帯文土器出土遺跡を網羅的に抽出し、それら
77 遺跡の位置情報・土地条件・存続期間・出
土遺構や遺物などの詳細情報をデータベー
ス化するとともに、GIS ソフト（カシミール
ver.8.8）上において表示させ、解析検討をお
こなった。対象とした地域の時期別遺跡数の
変動は、（表１）のごとくである。 
 
表１ 近畿北部地域・時期別遺跡数 

地域／時期 滋
賀
里
Ⅳ 

船
橋
長
原 

Ⅰ
期
古
中 

Ⅰ
期
新 

但馬北 0 2 1 9 
但馬南 0 6 4 10 
兵庫丹波 0 3 0 3 
丹後 2 1 10 6 
北丹波 2 7 4 5 
若狭 2 4 2 8 
時期別系 6 23 21 41 

 
遺跡数の変動の側面では、北近畿地域全域

で、晩期遺跡が希薄な中で、終末期の突帯文
土器すなわち船橋・長原式の出土遺跡は、但
馬南部や北丹波といった内陸部にやや偏る
傾向が認められることが注意される。一方、
前期遺跡では、丹後地域でまず遺跡数の増加
が認められることから、この地域が日本海域
での弥生文化の伝播にあたって重要な位置
を占めることを如実に示している。前期新段
階に遺跡数として全域でかなり増加するが、
中期以降に継続していく遺跡は多くなく、丸
山河床遺跡周辺においても、中期前半代の資
料はほとんど出土が知られていない。しかし
ながら、丹後では扇谷、但馬では東家の上と
いったような、丘陵上に立地し大規模環濠を
伴うような弥生前期末～中期初頭の遺跡存
在が知られている。近畿南部では顕在化して
いないが、前期末において集落の断絶を伴う
社会的な緊張関係が生じていた可能性が高
いと考えられ、今後若狭地域においても同種
の遺跡存在に注意をはらっていく必要があ
るものといえる。今回は前期段階までの遺跡
動向検討にとどまったが、今後の課題と考え
ている。 
以上のように、近畿北部地域において、縄

文晩期末の突帯文土器から弥生前期の遠賀
川式土器への変化を、出土遺跡の動向も含め
て包括的に情報収集し、解析結果を示した研
究は少なく、今後の社会動態を検討するうえ
での基礎情報としても十分に活用が期待で
きるものと考えている。これらの結果は、成

果報告の出版物（『若狭における弥生時代前
期の遺跡――小浜市丸山河床遺跡の出土資
料――』）として刊行するとともに、PDF を
京都大学学術情報レポジトリにて公開し、活
用に供している。 
ただし残念ながら、近畿北部の縄文晩期～

弥生前半期には、住居や墓地など遺跡内容が
判明している事例が極めて乏しいこともま
た、同時に把握される結果となった。このた
め、近畿南部で実施できたような数量的検討
や、集落規模や人口動態といった本研究課題
の最終目標に到達するための有為な情報を
蓄積するには、やや至らなかった。今回の成
果によって求められる情報はより明瞭化し
たことから、今後は機会を得て、学術調査の
実施を試みるとともに、稀少な情報を如何に
シミュレーションに活用するかを検討して
いくことも、課題として残されたものと考え
ている。 
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